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1   はじめに 

RNA塩基のひとつであるウラシルの 5位の水素を

ハロゲンに置換した 5-ハロゲン化ウラシル（図 1）

は、抗がん作用や放射線増感作用など興味深い生物

影響を示すことが知られている。我々はこれらの性

質が 5-ハロゲン化ウラシルの電子状態に起因すると

考え、その検証を行っている。本研究では、5-フッ

化ウラシル（FU）、5-塩化ウラシル（ClU）、5-ヨ

ウ化ウラシル（IU）、およびウラシル（U）の X 線

光電子分光（XPS）測定を行い、既に測定されてい

る 5-臭化ウラシル（BrU）の XPSスペクトル[1]と比

較を行ったので報告する。 

 

 
図 1. ウラシル（X = H）および 5-ハロゲン化ウラシ

ル（X = F, Cl, Br, I）の構造式 

 

2実験 

U、FU、ClU、IU粉末にそれぞれ 0.4 GPaの圧力

を 10分かけて作製したペレット（直径 10 mm、厚

さ 0.3 mm）を試料として用いた。 

XPS測定は Photon Factory BL-27Aで行った。励起

光のエネルギーは 2 keVとし、半球型光電子アナラ

イザーのパスエネルギーは 44 eVとした。チャージ

アップ防止のため低エネルギー電子（~5 eV）を試

料に照射しながら XPSスペクトルの測定を行った。

結合エネルギーは窒素 1s領域の XPSスペクトルを

文献値[2-4]と比較して較正した。 

 

3   結果および考察 

図 2に炭素 1s領域のXPSスペクトルを示す。光電

子強度は、窒素 1s領域の光電子ピークに対する相対

強度として示した。5 位のハロゲン化あるいはハロ

ゲンの種類によりピークエネルギーやピーク幅が変

化するのが確認された。これは 5 位の炭素由来の光

電子ピークが結合する元素によってシフトするため

であると考えられる。 
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図 2. 炭素 1s領域の XPSスペクトル 

 

4   まとめ 

Uおよび 5-ハロゲン化ウラシルの XPSスペクトル

測定を行った。ハロゲン化あるいはハロゲンの原子

の種類によって光電子ピークが変化することが確認

された。ハロゲン化による電子状態の変化が 5-ハロ

ゲン化ウラシルの反応性に関わっている可能性があ

る。 
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